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「下野市総合計画策定に係る市民アンケート」ご協力のお願い 

 

 市民の皆さまには、日ごろより市政全般にわたり、ご理解・ご協力をいただき、厚くお

礼申し上げます。平成１８年１月に合併によって誕生した下野市は、新たなまちづくり

に向けて、現在行政体制の整備と新市の施策展開について鋭意努力をしているとこ

ろであります。 

 このたび、「新市建設計画」の計画期間である、平成２０年度以降８年間の施策の方

向を定める「総合計画」を策定するにあたり、市民の皆さまのご意見をお聞きしたく、市

民アンケート調査を実施することにいたしました。 

 本アンケート調査は、市内にお住まいの２０歳以上の方から１万人を無作為に抽出し

送付させていただいております。 

 つきましては、誠に恐縮ですが、上記趣旨をご理解の上、宛名ご本人にご記入い

ただき、同封の返信用封筒により、１１月１７日（金）までにご投函くださいますよう
お願い申し上げます。 

 なお、調査結果はすべて統計処理され、回答者ご自身にご迷惑をおかけするとこは

一切ありませんので、率直なご意見をお聞かせくださいますようお願い申し上げます。 

 

平成１８年１０月３０日 

下野市長  広 瀬 寿 雄      

 

調査票の記入方法について 

 １．宛名のご本人がお答えください。 

 ２．住所・氏名の記入は必要ありません。 

 ３．記入につきましては 

①鉛筆、ボールペン等で結構です。 

②回答に当てはまる項目を選び、その番号を○で囲んでください。「その他」を選んだ方は（ ）内

に、その内容を具体的にお書きください。 

③質問により、回答を１つだけ選んでいただくものと、複数（３つまで）選んでいただくものがありま

す。また、直接、ことば・文章でご記入いただくものもありますので、各設問にお示しした方法で

ご回答ください。 

 ４．ご記入いただきました調査票は、１１月１７日までに、同封の返信用封筒に入れて、切手を貼ら

ずにお出しください。 

 ５．記入方法や調査についてのお問い合わせは、下記までご連絡ください。 

下野市役所 総務企画部企画財政課企画係  担当：濱野、坂本 

電話：0285-40-5552 

参考資料 
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Ａ これまでの市の取り組みに対する満足度についておたずねします 

問１ 次の項目について、日常生活においてどの程度の満足感をお持ちでしょうか。

あなたのお気持ちに最も近いものをそれぞれ１つずつ選び、その番号を○で囲ん

でください。 

 

項目 満足 
やや 

満足 
普通 

やや 

不満 
不満 

１．消防・防災 ５ ４ ３ ２ １ 

２．防犯 ５ ４ ３ ２ １ 

３．消費者保護の取り組み ５ ４ ３ ２ １ 

４．交通安全対策 ５ ４ ３ ２ １ 

５．公害対策 ５ ４ ３ ２ １ 

６．環境対策 ５ ４ ３ ２ １ 

７．ごみ処理・リサイクル ５ ４ ３ ２ １ 

８．上水道の整備 ５ ４ ３ ２ １ 

生
活
基
盤 

９．下水道の整備 ５ ４ ３ ２ １ 

１０．まちなみ景観 ５ ４ ３ ２ １ 

１１．市街地整備 ５ ４ ３ ２ １ 

１２．道路整備 ５ ４ ３ ２ １ 

１３．公共交通の整備 ５ ４ ３ ２ １ 

１４．公園・緑地の整備 ５ ４ ３ ２ １ 

都
市
基
盤 

１５．自然環境保全 ５ ４ ３ ２ １ 

１６．児童福祉（保育園、手当て等、子

育て支援など） 
５ ４ ３ ２ １ 

１７．高齢者福祉（在宅サービス、介護

保険、生きがいづくり） 
５ ４ ３ ２ １ 

１８．障害者福祉（在宅サービス、社会

参加） 
５ ４ ３ ２ １ 

１９．健康づくりへの取り組み ５ ４ ３ ２ １ 

２０．健康づくり施設の整備 ５ ４ ３ ２ １ 

２１．医療体制 ５ ４ ３ ２ １ 

福
祉
・
保
健
・
医
療 

２２．保険・年金 ５ ４ ３ ２ １ 
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２３．幼児教育 ５ ４ ３ ２ １ 

２４．小中学校の教育 ５ ４ ３ ２ １ 

２５．社会教育・文化的活動を行う機会 ５ ４ ３ ２ １ 

２６．スポーツ・レクリエーション活動の

機会 
５ ４ ３ ２ １ 

２７．青少年の健全育成 ５ ４ ３ ２ １ 

２８．文化・芸術活動の促進 ５ ４ ３ ２ １ 

２９．文化遺産の保存や活用 ５ ４ ３ ２ １ 

教
育
・
文
化 

３０．地域間交流・国際交流 ５ ４ ３ ２ １ 

３１．商業の振興 ５ ４ ３ ２ １ 

３２．工業の振興 ５ ４ ３ ２ １ 

３３．農業の振興 ５ ４ ３ ２ １ 

産
業 

３４．観光の振興 ５ ４ ３ ２ １ 

３５．行政の情報を知る機会（広報・広

聴の充実など） 
５ ４ ３ ２ １ 

３６．まちづくり活動に参加する機会 ５ ４ ３ ２ １ 

３７．男女共同参画の取り組み ５ ４ ３ ２ １ 

３８．他市町村との連携 ５ ４ ３ ２ １ 

３９．市役所の窓口サービス ５ ４ ３ ２ １ 

４０．市の仕事の効率性 ５ ４ ３ ２ １ 

行
政 

４１．市の財政運営 ５ ４ ３ ２ １ 
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 Ｂ 今後の公共サービスのあり方についておたずねします 

問２ あなたは公共サービス（福祉、教育、基盤整備など）を受けるなどの「権利」と、市

民としての「義務」との関係についてどのようにお考えになりますか。次の中からあ

なたの気持ちに最も近いものを１つ選び、その番号を○で囲んでください。 

 

１． 税金や公共料金を極力安くして、公共サービスを負担額に見合ったサービス内容に

するべき 

２． 税金や公共料金が多少高くなっても、公共サービスを充実させていくべき 

３． 公共サービスの一端を市民やボランティアが担うことによって、税金などの負担を軽

減すべき 

４． 公共サービスの一端を市民やボランティアが担うことによって、余ったお金や人材を

新たな公共サービスに振り向けるべき 

５． 一概には言えない・わからない 

 

問３ あなたは公共サービスの一部を民間に委託することについて、どのようにお考え

になりますか。次の中からあなたの気持ちに最も近いものを１つ選び、その番号を

○で囲んでください。 

 

１． サービスの質が向上するのであれば、民間にまかせてよい 

２． 利用料金などの負担が低いのであれば、民間にまかせてよい 

３． 公共サービスは、原則として市（行政）が提供すべき 

４． 一概には言えない・わからない 
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Ｃ 今後の市の取り組みについておたずねします 

問４ あなたは行政施策のうち、どの項目に力を入れて欲しいと思いますか。次の１～

４１の項目の中から適当と思われるものを３つ以内で選び、その番号を○で囲んで

ください。 

 

１．消防・防災 ２３．幼児教育 

２．防犯 ２４．小中学校の教育 

３．消費者保護の取り組み ２５．社会教育・文化的活動を行う機会 

４．交通安全対策 ２６．スポーツ・レクリエーション活動の機会 

５．公害対策 ２７．青少年の健全育成 

６．環境対策 ２８．文化・芸術活動の促進 

７．ごみ処理・リサイクル ２９．文化遺産の保存や活用 

８．上水道の整備 

教
育
・
文
化 

３０．地域間交流・国際交流 

生
活
基
盤 

９．下水道の整備 ３１．商業の振興 

１０．まちなみ景観 ３２．工業の振興 

１１．市街地整備 ３３．農業の振興 

１２．道路整備 

産
業 

３４．観光の振興 

１３．公共交通の整備 ３５．行政の情報を知る機会 

１４．公園・緑地の整備 ３６．まちづくり活動に参加する機会 

都
市
基
盤 

１５．自然環境保全 ３７．男女共同参画の取り組み 

１６．児童福祉 ３８．他市町村との連携 

１７．高齢者福祉 ３９．市役所の窓口サービス 

１８．障害者福祉 ４０．市の仕事の効率性 

１９．健康づくりへの取り組み 

行
政 

４１．市の財政運営 

２０．健康づくり施設の整備     

２１．医療体制    

福
祉
・
保
健
・
医
療 

２２．保健・年金    

 

※○は１～４１の中から３つ以内でお願いします。 
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 Ｄ まちづくりへの参加についておたずねします 

問５ ボランティアやコミュニティ活動について、あなたはどのような活動に力を注いで

いきたいと考えますか。次の中から関心のあるものを３つ以内で選び、その番号を

○で囲んでください。 

 

１． 社会貢献活動（ボランティア・コミュニティなど）に参加する 

２． 地域社会（自治会・ＰＴＡなど）の活動に参加する 

３． 市民の自主的な集まり（まちづくりのグループ等）があれば参加する 

４． 自分と異なる世代（幼児・子ども・お年寄りなど）と交流する 

５． 自分のできることは自分で行うという自立自助の意識を持つ 

６． とくにやりたいことはない 

７． その他（具体的に                                       ） 

８． わからない 

 

問６ 行政（市）との関わりについて、あなたは今後どのような活動をしたいとお考えで

すか。次の中から関心のあるものを３つ以内で選び、その番号を○で囲んでくださ

い。 

 

１． 行政による政策形成（まちづくり審議会など）の機会があれば参加したい 

２． 市政モニターとして意見を述べたい 

３． 市長や議員との懇談会や対話集会があれば参加したい 

４． 陳情・請願等により意見を述べたい 

５． 世論調査やアンケートで参加したい 

６． 町会・自治会・PTAなどの活動を通じて参加したい 

７． 議員や市職員、専門家にまかせておけばよいので、参加する必要はない 

８． 関心がない 

９． その他（具体的に                                      ） 

１０． わからない 
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 Ｅ 市の将来像についておたずねします 

問７ 下野市をどのようなまちにするのが望ましいと思いますか。次の中から重要と思

われるものを３つ以内で選び、その番号を○で囲んでください。 

 

１． 事件・事故や災害がなく、安心して暮らせるまち 

２． 住環境に恵まれたまち 

３． 交通の便に恵まれたまち 

４． 自然が豊かで緑がきれいなまち 

５． 保健・医療・介護など福祉が充実したまち 

６． 教育・文化が充実したまち 

７． 商工業の集積するまち 

８． 農業の活発なまち 

９． その他（具体的に                                ） 

１０． わからない 

 

 Ｆ あなた自身のことについておたずねします 

問８ あなたの性別をお答えください（番号を○で囲んでください）。 
 

    １．男性     ２．女性 

 

問９ あなたの年齢をお答えください（番号を○で囲んでください）。 
 

    １．２０歳代    ２．３０歳代 

   ３．４０歳代    ４．５０歳代     

  ５．６０歳代    ６．７０歳以上 

 

問１０ あなたはどちらにお住まいですか。 
 

   １． 南河内地区  ２． 石橋地区  ３． 国分寺地区 

 

問１１ あなたが、現在の地区にお住まいになっている年数（転居されたことのある方

は通算の年数）をお答えください（番号を○で囲んでください）。 
 

  １． ５年未満   ２． ５年以上１０年未満 

  ３．１０年以上２０年未満  ４． ２０年以上３０年未満 

  ５．３０年以上 
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Ｇ 最後にあなたの自由なご意見をお聞かせください 

 

問１２ 下野市の行政施策について、ご意見・ご提案がございましたら下欄にご記入く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご協力ありがとうございました。同封の返信用封筒を使用し、１１月１７日（金）までに

ポストにご投函ください（切手を貼る必要はありません）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ご協力ありがとうございました。～ 


